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V . 今 後 の課題
今後の課題として、より具体的な戦術アドバイ
スを行うためのさらなる情報を検討して、システ
ムに組み込んでいく必要性がある。特に、今回の
実験結果及び選手の感想から配球についての情報
は必要不可欠であることが分かった。また、コー
チがゲーム休息時間に、得られた情報から適切な
分析を行って正しく選手に伝達できるかといった
コーチの力量や、選手がコーチの与えたアドバイ
スを内容通り実行できるかといった選手の力量な
ども重要なファクターであることが考えられる。
そのため、それらについても同時に検討を行って
いく必要がある。しかしながら、今回のように試
合結果につながる情報を即時的に明らかにできる
ようにすることで、選手の行動指針の決定や評価
がしやすくなり、卓球競技においてもより高度な
ケーム分析や戦術評価が可能になっていくものと
考えられる。
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